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　ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
作
（
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
原
作
に
よ
る
）

『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
Ⅰ

天
沢　

退
二
郎
訳

　
　
　
　
目
　
次

　
　
《
解
題
》

　
　

物
語
本
文
（1

～737

行
）

　
　
《
訳
注
》

　
　
　
　
　
　
　
　

次
号 

Ⅱ　

目
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
語
本
文
（738

～1468

行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
訳
注 

つ
づ
き
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
解
説
》

《
解
題
》

　

こ
れ
か
ら
お
読
み
い
た
だ
く
テ
ク
ス
ト
は
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト

ロ
ワ C

hretien de Troyes 

の
初
期
作
品
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ Philom

ena

』

（
八
音
綴
に
よ
る
韻
文
全
一
四
六
八
行
）
の
、
中
世
仏
語
原
典
か
ら
の
邦

訳
で
あ
る
。

　

こ
の
仏
語
原
典
は
、
紀
元
一
世
紀
に
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
に
よ
っ
て
ラ
テ

ン
語
で
書
か
れ
た
長
篇
『
変
身
物
語
』
全
一
二
九
九
五
行
中
の
一
挿
話

（
二
四
八
行
）
を
原
作
と
し
て
、
一
一
七
〇
年
代
初
め
頃
、
お
よ
そ
六
倍

の
長
さ
に
韻
文
自
由
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
拙
訳
を
本
誌
本
号
の
特
集
に
載
せ
て
い
た
だ
く
理
由
を
混ま
じ

え
て
、

以
下
本
篇
の
解
題
に
か
え
て
略
述
し
て
お
く
。

　

作
者
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
、
十
二
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
韻
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文
物
語
作
者
と
し
て
、
質
量
と
も
に
こ
の
時
代
を
代
表
し
た
作
家
で
あ
り
、

中
で
も
そ
の
本
領
は
、『
エ
レ
ッ
ク
と
エ
ニ
ー
ド
』
を
は
じ
め
と
し
、『
ク

リ
ジ
ェ
ス
』『
イ
ヴ
ァ
ン
ま
た
は
獅
子
の
騎
士
』『
ラ
ン
ス
ロ
ま
た
は
荷
車

の
騎
士
』
そ
し
て
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』
ま
で
、
全
五

篇
合
計
約
三
万
六
千
行
に
及
ぶ
長
篇
ア
ー
サ
ー
王
物
語
群
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
十
二
世
紀
は
、
一
種
の
文ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

芸
復
興
期
に
あ
た
り
、
と
く
に
フ
ラ

ン
ス
語
韻
文
物
語
文
学
は
、
こ
の
世
紀
の
前
半
に
、
古
典
古
代
に
取
材
し

た
ロ
ー
マ
の
作
家
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
作
品
を
、
俗
語
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス

語
に
翻
訳
な
い
し
翻
案
す
る
い
わ
ば
植
民
地
文
学
と
し
て
出
発
し
、
後
半

に
い
た
っ
て
、
つ
い
に
自
前
の

0

0

0

題
材
＂
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
題
材
＂
に
よ
る

本
格
的
物
語
文
学
へ
と
展
開
す
る
。
そ
の
主
導
的
役
割
を
果
し
た
の
が
ク

レ
テ
ィ
ア
ン
で
あ
る
。

　

さ
て
そ
の
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
、
ア
ー
サ
ー
文
学
第
二
作
『
ク
リ
ジ
ェ

ス
』（
一
一
七
六
年
頃
）
の
有
名
な
冒
頭
部
は

　

か
つ
て
『
エ
レ
ッ
ク
と
エ
ニ
ー
ド
』
を
書
き
、

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
戒
律
』

　

お
よ
び
『
愛
の
技
術
』
を
ロ
マ
ン
語
に
移
し
、

　
『
肩
の
傷
』
を
書
き

　

ま
た
『
マ
ル
ク
王
と
金
髪
の
イ
ズ
ー
』

　

そ
し
て
『
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
と
ツ
バ
メ
と

　

サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
変
身
』
を
物
語
化
し
て
き
た
者
が
、

　

い
よ
い
よ
こ
こ
に
新
ら
し
い
物
語
を
始
め
る
と
こ
ろ
だ
［
以
下
略
］

と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
自
作
目
録
に
よ
る
自
己
紹
介
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
「
肩
の
傷
」「
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
と
ツ
バ
メ
と
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
変
身
」

が
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変メ
タ
モ
ル
フ
ォ
シ
ス

身
物
語
』
巻
六
に
収
め
ら
れ
た
二
篇
を
先

行
テ
ク
ス
ト
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
『
戒

律
』『
愛
の
技
術
』
と
併
せ
て
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
初
期
の
文
学
活
動
が

ラ
テ
ン
文
学
の
巨
匠
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
作
品
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
翻

訳
・
翻
案
で
は
じ
ま
っ
た
こ
と
を
（
か
つ
ま
た
、
す
で
に
ト
リ
ス
タ
ン
・

イ
ズ
ー
伝
承
に
手
を
そ
め
て
、＂
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
題
材
＂
の
物
語
化
に

も
参
入
し
て
い
た
こ
と
を
も
）
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
自
身
が
証
言
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

し
て
み
れ
ば
、
十
二
世
紀
前
半
か
ら
後
半
へ
の
、
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト

受
容
か
ら
ロ
マ
ン
ス
語
に
よ
る
創
作
へ
と
い
う
一
大
転
換
を
、
時
代
的
に

も
、
実
作
上
も
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
自
ら
体
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作

家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
に
よ
る
『
戒
律
』『
愛
の
技

術
』『
肩
の
傷
』
の
中
世
仏
語
テ
ク
ス
ト
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
、『
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
と
ツ
バ
メ
と
サ
ヨ
ナ
キ
ド
リ
の
変
身
』
は
、
ど
う
や

ら
そ
れ
と
覚
し
い
テ
ク
ス
ト
が
、
編
者
不
詳
の
『
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
教
訓

本
（
あ
る
い
は
「
教
訓
付
き
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
」
と
も
）O

vide m
oralisé

』

の
十
四
世
紀
写
本
の
中
に
、
十
九
世
紀
末
、
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
が
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
で
あ
る
。
作
中
に
、
作
者

名
主
格
形
《
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
リ
・
ゴ
ワ
（
あ
る
い
は
グ
エ
）C

restiiens li 
G

ois

》
と
記
さ
れ
て
い
て
、
一
九
〇
九
年
に
Ｃ
・
ド
・
ブ
ー
ル
に
よ
る
校



108

訂
本
が
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

出
た
『
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
教
訓
本
』
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
た
。
本
訳
稿
は

基
本
的
に
、
一
九
〇
九
年
の
ド
・
ブ
ー
ル
本
に
拠
っ
て
い
る
。

　

こ
の
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
が
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
真
作
で
あ
る
か
、
ま

た
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
リ
・
ゴ
ワ
と
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
が
全
く

同
一
人
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
完
全
に
究

明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
応
、『
ク
リ
ジ
ェ
ス
』
冒
頭
の
記

述
お
よ
び
、『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
テ
ク
ス
ト
と
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
作
品
の
、

長
さ
こ
そ
ち
が
え
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
・
順
番
の
一
致
か
ら
み
て
、
こ

れ
を
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
作
品
と
見
な
す
こ
と
に
障
害
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

長
さ
こ
そ
ち
が
え
―
―
と
書
い
た
が
、
そ
の
ち
が
い
に
は
、
多
く
の
興

味
深
い
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
―
―
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
テ
ネ
の
王
に
二
人
の
王
女
が
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
姉
の
嫁と
つ

い
だ
夫
が
、
妹
を
凌
辱
し
、
事
を
隠
し
て
帰
る
。
真

相
を
知
っ
た
姉
は
妹
を
救
出
し
、
夫
と
の
間
に
生
れ
て
い
た
男
児
を
殺
し

て
、
二
人
で
調
理
し
て
夫
に
食
べ
さ
せ
る
。
怒
り
狂
っ
て
二
人
に
迫
る

夫
―
―
こ
の
三
人
が
、
次
々
に
鳥
に
変
身
し
て
話
は
終
る
。

　

こ
の
話
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
で
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
―
―
の
だ
が
、

そ
の
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
の
分
量
を
、
便
宜
上
、
現
行
の

日
本
語
訳
文
庫
本
で
見
る
と
、

　

Ａ　

ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』（
岩
波
文
庫
）

　

Ｂ　

ヒ
ュ
ギ
ー
ヌ
ス
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
集
』（
講
談
社
学
芸
文
庫
）

　

Ｃ　

ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』（
岩
波
文
庫
）

　

Ｄ　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』（
岩
波
文
庫
）

の
四
種
の
、
各
本
文
で
は
、

　

Ａ　

12
行

　

Ｂ　

16
行

　

Ｃ　

三
カ
所
に
言
及
あ
る
も
2
、
3
行
ず
つ

　

Ｄ　

約
4
頁
、
計
58
行

と
な
っ
て
い
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
が
段
違
い
に
詳
し
く
、
長
い
と

い
っ
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
原
典
韻
文
は
二
四
八
行
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ

に
対
し
て
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
韻
文
は
、
そ
の
六
倍
の
一
四
六
八
行
で
あ
る
。

こ
の
長
さ
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
数
は
殆
ど
同
じ
な
の
に
、
ど
う
や
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
か
？

　

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
物
語
の
筋
書
き
を
、
ほ
ぼ
そ

の
通
り
に
た
ど
り
な
が
ら
、

　

一
、
原
作
に
な
い
直
接
話
法
に
よ
り
会
話
を
多
用
、

　

二
、
人
物
た
ち
の
行
動
を
詳
し
く
描
出
、

　

三
、
そ
の
行
為
に
際
し
て
の
人
物
た
ち
の
心
理
を
詳
し
く
描
写

　

四
、
語
り
手
に
よ
る
恋
愛
論
等
を
挿
入
展
開

　

五
、
中
心
人
物
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
プ
ロ
フ
ィ
ル
）
を
詳
細
に
加
筆
増

量

と
い
っ
た
手
段
を
存
分
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ
も
量
的
に
、
長
く
詳
し

く
す
る
だ
け
で
な
く
、
質
的
に
も
、
物
語
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
強
め
、
十
二

世
紀
の
俗
語
文
学
受
容
者
を
十
二
分
に
堪
能
さ
せ
る
配
慮
を
示
し
て
い
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る
（
そ
の
結
果
が
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
作
品
に
充
実
感
を
も
た
ら
し
た
の
み

な
ら
ず
、
古
典
古
代
文
学
か
ら
中
世
文
学
へ
の
影
響
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
提
起
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
拙
訳
全
体
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
後
、

『
解
説
』
に
お
い
て
、
私
の
考
え
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
）。

　

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
の
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
は
、

『
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
教
訓
本
』
以
外
に
こ
れ
を
収
め
た
写
本
は
な
い
。
こ

のO
vide m

oralisé

の
写
本
は
、
十
九
種
伝
存
し
て
い
る
。
Ｃ
・
ド
・
ブ
ー

ル
は
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
ス
テ
マ
も
作
成
し
、
そ
の
う
ち
最
も
古
く
か
つ

充
実
し
た
Ａ
、
す
な
わ
ち
ル
ー
ア
ン
写
本
（
市
立
図
書
館1044 (04)

）
を

底
本
と
し
て
校
訂
本
を
作
成
刊
行
し
た
、
そ
の
復
刻
本
が
一
九
七
四
年
に

ス
ラ
ト
キ
ン
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ
る
（
い

ず
れ
も
現
代
仏
語
訳
と
の
対
訳
形
式
）

1

° 
C

hrétien de Troyes, Œ
uvres com

plètes, G
allim

ard, 1994 
« Bibliothèque de la Pléiade », p.1391 sq. P

hilom
ena ed. et 

notices par Anne Berthelot.
2

° 
C

hrétien de Troyes, R
om

ans, Librairie G
énérale Française, 

1994.  « La Pochothèque » , p.1225 sq. Philom
ena ed. de C

. de 
Boer ; trad. d'O

livier C
ollet.

3

° 
Pyram

e et T
isbé. N

arcisse. Philom
ena. Edition bilingue 

d'Em
m

anuèle Baum
gartner, G

allim
ard 2000. « folio classique » ., 

p.155 sq Philom
ena.

　

右
の
う
ち
、
1°
お
よ
び
3°
は
い
ず
れ
も
ル
ー
ア
ン
写
本1044

を
底
本

と
し
て
い
る
が
、
ド
・
ブ
ー
ル
に
よ
る
重
要
な
校
訂
の
多
く
を
採
用
（
た

だ
し
細
部
に
異
同
が
あ
る
）。
2°
は
ド
・
ブ
ー
ル
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。

　　

な
お
、
本
訳
訳
注
は
、
主
と
し
て
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
の
顕
著
な
異
同

を
指
摘
し
た
他
、
1°
お
よ
び
3°
の
注
そ
の
他
を
参
照
し
つ
つ
作
成
し
た
。

　　

な
お
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
作
品
の
邦
訳
書
と
し
て
、
現
在

ま
で
、
次
の
三
つ
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

神
沢
栄
三
訳
『
ラ
ン
ス
ロ
ま
た
は
荷
車
の
騎
士
』
白
水
社
版
『
フ
ラ

ン
ス
中
世
文
学
集　

2
』（
一
九
九
一
）
所
収

菊
池
淑
子
訳
『
獅
子
の
騎
士
』
平
凡
社
、
一
九
九
四

天
沢
退
二
郎
訳
『
ペ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ま
た
は
聖
杯
の
物
語
』
白
水
社
版

『
フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
集　

2
』（
一
九
九
一
）
所
収

　

そ
の
他
、
主
要
参
考
文
献
は
、
本
訳
Ⅱ
（『
言
語
文
化
』
次
号
）
の
末
尾

に
示
す
予
定
。
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⋮
⋮

⋮
⋮

⋮
⋮

パ
ン
デ
イ
オ
ン
は
ア
テ
ネ
の
王
だ
っ
た
。 

1

力
あ
り
気
前
が
よ
く
、
礼
節
を
心
得
て
い
た
。

二
人
の
姫
あ
り
、
鐘
愛
の
的
で
あ
っ
た
。

一
人
は
名
を
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ︵
１
︶

も
う
一
人
は
プ
ロ
グ
ネ
、
こ
れ
が
姉
。 
5

こ
の
姉
は
嫁か

し
て
い
た
。

ト
ラ
キ
ア
の
王
に
所
望
さ
れ
た
の
だ

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
大
い
に
喜
ん
で
い
た
。

喜
ん
で
居
っ
た
？　

ま
こ
と
に
。
何
故
？

娘
を
王
に
与
え
え
た
か
ら
だ
。 

10

王
に
？　

し
か
し
こ
い
つ
が
卑
劣
な
暴
君

こ
の
暴
君
、
名
は
テ
レ
ウ
ス

こ
い
つ
に
パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
、
易
々
諾
々
、

愛
す
る
姫
プ
ロ
グ
ネ
を
与
え
た
の
だ
。

テ
レ
ウ
ス
は
よ
か
ら
ぬ
婚
礼
を
し
た
。 

15

ヒ
メ
ネ
ウ
ス︵
２
︶が

い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
神
が
婚
礼
に
招
か
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。

だ
か
ら
式
で
は
学
僧
も
僧
侶
も
歌
わ
ず
、

歓
び
の
し
る
し
は
何
も
な
く
、

夜
通
し
、
し
わ
が
れ
声
で
、 

20

初
夜
の
閨ね
や

の
上
で
ワ
シ
ミ
ミ
ヅ
ク︵
３
︶と

、

モ
リ
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ
が
鳴
い
た

そ
れ
に
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
と
、
カ
ラ
ス
も
だ
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
不
吉
な
し
る
し
。

す
な
わ
ち
悲
し
み
と
苦
し
み
と
を 

25

意
味
し
て
い
た

か
れ
ら
の
集つ
ど

い
は
最
悪
だ
っ
た
。

寝
室
を
、
居
間
を
、

夜
も
す
が
ら
飛
び
め
ぐ
っ
た
の
だ
、

ア
ト
ロ
ポ
ス
に
テ
ジ
フ
ォ
ー
ヌ︵
４
︶、 

30

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
悪
運
が
。

婚
礼
が
終
る
と

テ
レ
ウ
ス
は
妻
を
伴
っ
て

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
作
（
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
原
作
に
よ
る
）

フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ

天
沢
退
二
郎
訳

　
《
注
意
》

原
則
と
し
て
五
行
毎
に
下
方
に

記
さ
れ
た
数
字
は
、
原
典
の
行

ノ
ン
ブ
ル
と
厳
密
に
は
対
応
せ

ず
、
大
さ
っ
ぱ
な
目
安
で
あ
る
。
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ト
ラ
キ
ア
へ
帰
っ
た
―
―
高
貴
な
る
妃
と
し
て
。

や
が
て
二
人
の
間
に
男
子
が
生
れ
た
。 

35

こ
れ
が
実
に
不
幸
な
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。

王
子
が
誕
生
し
た
日
、

国
中ぢ
ゅ
うが

祝
福
し
、

そ
し
て
毎
年
こ
の
日
を
祝
っ
た
。

テ
ル
ヴ
ァ
ガ
ン︵
５
︶
　
の
と
同
じ
よ
う
に
。 

40

こ
れ
は
テ
レ
ウ
ス
の
命
に
よ
る
。

子
ど
も
は
成
長
し
、
立
派
に
育
っ
た
。

五
歳
で
す
て
き
な
美
少
年
に
な
っ
た
。

名
を
イ
テ
ィ
ス
と
い
う
。
じ
つ
に
悲
し
い
こ
と
に

そ
れ
以
上
永
く
は
生
き
な
か
っ
た
。 

45

ど
う
し
て
そ
ん
な
最
期
を
と
げ
た
の
か
、

事
の
次
第
を
ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
よ
う
。

し
か
し
そ
の
前
に
お
話
し
す
る
こ
と
が
あ
る

五
年
以
上
の
歳
月
を

プ
ロ
グ
ネ
は
夫
と 
50

一
緒
に
暮
し
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
妹
の
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
に

逢
い
に
行
き
た
い
気
持
が
つ
の
っ
た

た
だ
、
夫
の
機
嫌
を
そ
こ
ね
た
く
は
な
い
の
だ

あ
る
日
、
夫
に
こ
の
希
望
を
打
明
け
た 

55

誓
っ
て
、
約
束
し
ま
す
、

も
し
海
の
向
こ
う
の
妹
に

逢
い
に
行
か
せ
て
下
さ
る
な
ら

で
き
る
だ
け
は
や
く
戻
っ
て
き
ま
す

長
居
す
る
よ
う
な
こ
と
は
致
し
ま
せ
ぬ
と
。 

60

と
こ
ろ
が
夫
は
妻
の
旅
を
許
さ
ず

妻
は
妹
に
会
う
こ
と
が
叶か
な

わ
な
い

そ
こ
で
妻
は
夫
に
、
貴
方
が
迎
え
に
い
ら
し
て

こ
こ
へ
連
れ
て
き
て
下
さ
い
と
懇
願
し
た

夫
は
、
よ
し
、
そ
な
た
は
こ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
お
れ
、 

65

不
平
を
言
わ
ず
に
待
つ
が
よ
い

私
が
、
嵐
に
な
ろ
う
が
風
が
吹
こ
う
が
、
行
っ
て

そ
な
た
の
妹
を
ト
ラ
キ
ア
へ
連
れ
帰
ろ
う
ぞ
。

テ
レ
ウ
ス
は
た
だ
ち
に
船
団
に
指
示
し
て

食
糧
を
積
み
込
ま
せ
、 

70

帆マ
ス
ト柱

や
、
帆
、
帆
桁　

を
準
備
さ
せ
る
。

す
べ
て
が
整と
と
のう

と
、
い
よ
い
よ
乗
り
込
ん
だ
、

大
勢
、
家か
ち
ゅ
う中
の
者
を
伴
っ
て
。

出
発
に
際
し
て
、
プ
ロ
グ
ネ
が
懇
願
す
る
に
は
、

あ
な
た
、
早
く
妹
を
連
れ
て
き
て
頂
戴
ね
、 

75

そ
こ
で
い
よ
い
よ
一
行
は
海
へ
乗
り
出
し
た
、

帆
綱
を
し
っ
か
り
と
張
り
、

星
の
運
行
を
目
じ
る
し
に
船
を
進
め
て
、

昼
も
、
夜
も
、
航
海
を
続
け
る
。



112

と
こ
ろ
が
実
に
困
っ
た
こ
と
に
、 

80

こ
の
旅
は
ま
っ
た
く
順
調
に
進
み

海
は
あ
ま
り
に
も
平
穏
無
事
で
、

こ
の
た
め
に
じ
つ
に
最
悪
の
事
が
起
こ
る
の
だ︵
６
︶―
―

王
の
暴
虐
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
―
―

さ
も
な
け
れ
ば
不
幸
は
避
け
ら
れ
た
筈
な
の
に
。 

85

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
の
耳
に
、
王
の
船
団
が

到
着
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
聟む
こ

殿
が
、

会
い
に
来
て
く
れ
た
の
だ
と
い
う

早
速
、
迎
え
に
出
な
け
れ
ば
。 

90

す
ぐ
に
パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
出
か
け
て
行
く
。

港
の
入
口
で
テ
レ
ウ
ス
に
出
会
い
、

挨
拶
を
し
て
、
接
吻
を
交
わ
す
、

唇
に
、
眼
に
、
そ
し
て
顔
に
。

こ
う
し
て
じ
つ
に
大
い
な
る
歓
迎
ぶ
り
を
し
た
の
で 

95

ほ
と
ん
ど
、
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
呼
ん
で
し
ま
う
。

王
に
随
行
し
て
き
た
臣
た
ち
全
員
に

挨
拶
し
て
、
城
内
へ
案
内
し
、

熱
心
に
、
本
当
の
こ
と
を
教
え
て
下
さ
れ
、

わ
が
娘
、
わ
が
孫
が

大
い
に
楽
し
く
、
健
や
か
に
、
暮
し
て
居
る
で
し
ょ
う
ね
、
と
。 

100

テ
レ
ウ
ス
も
答
え
て
、

み
な
楽
し
く
健
や
か
に
し
て
居
て

父
上
に
よ
ろ
し
く
と
言
う
て
居
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
そ
れ
以
上
隠
し
立
て
せ
ず
に
、

今
度
の
旅
の
目
的
を
語
り
出
す
―
― 

105

《
義ち

ち父
上
、
実
は
私
が
参
り
ま
し
た
わ
け
は
、

娘
御
プ
ロ
グ
ネ
が
、
妹
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
に

大
変
に
会
い
た
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
こ
で
こ
の
私
を
使
い
に
寄
越
し
た
次
第
で
し
て
、

私
自
身
も
、
た
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
、 

110

ど
う
か
娘
御
を
彼
地
へ
行
か
せ
て
頂
き
た
い
、

娘
御
の
留
守
は
父
上
も
さ
ぞ
御
心
配
で
あ
ろ
う
、

た
と
え
僅
か
一
日
、
一
時
間
、
お
傍
に
い
な
く
て
も

早
く
帰
っ
て
来
ぬ
か
、
遅
い
、
遅
い
と
、 

115

耐
え
が
た
く
お
思
い
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
れ
ば
、
誓
っ
て
お
約
束
し
よ
う
、

帰
途
の
た
め
穏
や
か
な
順
風
と

思
わ
れ
れ
ば
た
だ
ち
に
、

妹
御
を
そ
れ
以
上
お
引
き
止
め
な
ど
せ
ず
、 

120

た
だ
ち
に
お
帰
し
申
し
上
げ
る
、
と
。

た
だ
し
、
は
っ
き
り
申
し
て
、

妹
御
が
こ
こ
へ
顔
を
お
見
せ
に
な
ら
ぬ
の
が
残
念
で
す
。》

ま
さ
に
こ
の
と
き
、
隣
室
か
ら

髪
の
乱
れ
た
ま
ま
、
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
が︵

７
︶

　
出
て
き
た
。 

125



『フィロメーナ』Ⅰ

113

被ヴ
ェ
ー
ル衣
を
ま
と
っ
た
尼
僧
と
は
似
も
つ
か
ぬ
―
―

そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
ど
う
言
い
表
そ
う
か
！

美
し
い
身
体
、
輝
く
容
貌
、

と
に
か
く
、
私
の
考
え
で
は
、

彼
女
の
大
変
な
美
し
さ
の
す
べ
て
を
表
現
す
る
に
は 

130

プ
ラ
ト
ン
の
感
覚
と
言
葉
で
も

ホ
メ
ロ
ス
や
カ
ト
ウ
の
大
い
な
る
知
恵
を
以
て
し
て
も

充
分
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

と
す
れ
ば
右
の
三
哲
人
に
伍
し
て
こ
の
私
が

う
ま
く
表
現
で
き
な
く
て
も
恥
で
は
あ
る
ま
い
、 

135

私
な
り
に
で
き
る
だ
け
や
っ
て
み
る
と
し
よ
う
、

い
っ
た
ん
試
み
る
と
し
た
上
は
思
い
直
し
は
せ
ぬ
。

み
な
さ
ん
の
思
う
以
上
の
こ
と
を
や
っ
て
み
せ
よ
う
。

ま
ず
容
貌
、
次
に
身
体
の
順
で
行
こ
う
。

純
金
よ
り
も
も
っ
と
輝
く
の
が
、 

140

髪
毛
ぜ
ん
た
い
だ
。

こ
れ
こ
そ
神
の
な
し
給
う
た
み
業わ
ざ

で
、
も
し
自
然
が

こ
れ
以
上
手
を
加
え
よ
う
と
し
た
と
し
て
も

う
ま
く
い
く
は
ず
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

額ひ
た
いは
白
く
な
め
ら
か
で
、
皺し
わ

ひ
と
つ
な
く 

145

両
の
眼
は
黄ジ

ャ

ル

ゴ

ン

風
信
子
石　
よ
り
も
澄
ん
で
い
て
、

目
と
目
の
間
は
広
く︵
９
︶、
眉
毛
は
す
っ
き
り

お
白し
ろ
い粉
も
紅べ
に

も
全
く
つ
け
て
い
な
い
の
だ
！

鼻
す
じ
は
ま
っ
す
ぐ
で
高
く
て
、

ま
さ
に
美
し
さ
が
求
め
る
と
お
り
で
あ
る
。 

150

顔
色
は
活
々
と
し
て
、

薔
薇
や
百
合
の
花
の
よ
う
、

口
は
微
笑
を
浮
か
べ
、
唇
は
ふ
っ
く
ら
と
し
て

ほ
の
か
に
赤
味
を
帯
び
て
い
る
の
が
、

絹
織
物
よ
り
も
そ
の
色
合
い
好
も
し
く
、 

155

そ
の
息
の
香か
ぐ

わ
し
い
こ
と
と
い
っ
た
ら

ア
マ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
も
バ
ル
サ
ム
も
薫
香
も
か
な
わ
な
い
。

歯
は
小
さ
く
、
白
く
て
、
形
よ
く
並
ん
で
い
る

顎あ
ご

と
頚く
び

す
じ
、
の
ど
0

0

と
胸
は

ど
ん
な
白
貂て
ん

の
毛
皮
よ
り
も
白
く 

160

両
の
可
愛
ら
し
い
乳
は

二
つ
の
小
さ
な
リ
ン
ゴ
の
よ
う

手
は
ほ
っ
そ
り
と
し
て
、
長
く
て
白
く

脇わ
き

腹
は
細
く
く
び
れ
て
、
腰
は
下さ

が
っ
て
い
る

そ
の
他
、
全
体
、
み
ご
と
な
身か
ら
だ体
つ
き
は 

165

他
に
見
た
こ
と
も
な
い
素
晴
ら
し
さ

こ
れ
は
「
自
然
」
が
、
努
力
と
技わ
ざ

の

す
べ
て
を
注そ
そ

い
で
造つ
く

り
な
し
た
か
ら
だ
。

こ
れ
ほ
ど
の
美
し
さ
に
加
え
て 

170

乙
女
が
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と
全す
べ

て
知
っ
て
い
て

そ
の
賢か
し
こさ
は
決
し
て
美
し
さ
に
劣
ら
な
い

（
８
）
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あ
え
て
真
実
を
申
す
な
ら
ば
、

彼
女
が
喜
び
や
楽
し
み
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は

ア
ポ
ロ
ニ
ウ
ス
に
も
ト
リ
ス
タ
ン
に
も
優ま
さ

っ
て
い
た 

175

そ
れ
も
何
と
十
倍
以
上
も
だ
―
―

西
洋
双す
ご
ろ
く六

や
、
西チ

ェ

ス

洋
将
棋
の
名
手
で
あ
り
、

古
い
ゲ
ー
ム
、《
は
っ
た
り
》
や

《
こ
け
お
ど
し
》
の
手
だ
っ
て
使
い
こ
な
し

そ
ん
な
楽
し
み
上
手
の
気
性
に
よ
っ
て 

180

高
貴
な
騎
士
た
ち
に
も
愛
さ
れ
て
い
た
。

ハ
イ
タ
カ
や
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
の
こ
と
な
ら

貴
種
で
あ
れ
雌
で
あ
れ
、
よ
く
心
得
て
い
て
、

タ
カ
の
毛
を
生
え
変
ら
せ
る
こ
つ
0

0

も
知
っ
て
い
た

オ
オ
タ
カ
で
も
、
ハ
ヤ
ブ
サ
で
も 

185

と
に
か
く
狩
猟
な
ら
森
で
猟
犬
を
使
う
狩
も
、

川
で
魚
を
獲
る
漁
で
も
彼
女
に
か
な
う
者
は
な
か
っ
た
。

そ
の
上
、
す
ぐ
れ
た
織
姫
で
も
あ
っ
て
、

高
価
な
絹
の
布
を
用
い
て

花
模
様
を
織
り
な
す
腕
前
は
、
世
界
中
で 
190

誰
に
も
ま
ね
が
で
き
な
か
っ
た
。

た
と
え
エ
ル
カ
ン
の
軍
勢
の
不
吉
な
行
列
で
も
、

高
価
な
布
に
織
り
こ
む
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う

名
高
い
文
豪
や
、
文
法
に
も
通
じ
て
い
た
し
、

自
ら
巧
み
な
詩
文
も
草
す
る
こ
と
が
で
き
、 

195

気
が
向
け
ば
、
そ
の
詩
文
に
合
わ
せ
て
、

古プ
サ
ル
テ
リ
オ
ン

代
絃
琴
や
竪
琴
を
弾
き
、

―
―
え
も
言
わ
れ
ぬ
巧
み
さ
で
―
―

舞ジ

グ曲
や
ロ
ッ
タ
を
演
奏
し
た
の
で
あ
る
。

世
に
あ
る
歌レ

ー
物
語
や
楽
曲
や
メ
ロ
デ
ィ
で 

200

彼
女
が
絃
で
演
奏
で
き
な
い
も
の
は
一
つ
も
な
く
、

ま
た
実
に
蘊う
ん

蓄
を
傾
け
て
表
現
で
き
た
か
ら
、

そ
の
声
、
言
葉
だ
け
で

優
に
一
家
を
成
す
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
父
の
傍
へ
姿
を
現
わ
し
た
乙
女
は
、 

205

血
色
の
良
い
、
輝
く
ば
か
り
の
貌
を
し
て
、

絹
織
物
を
ぴ
っ
ち
り
と
身
に
付
け
て
い
た
。

テ
レ
ウ
ス
は
乙
女
を
抱
い
て

挨
拶
の
キ
ス
を
し
た
。

こ
の
と
き
、
乙
女
の
驚
く
べ
き
美
し
さ
と

た
お
や
か
な
身
の
こ
な
し
が
心
を
奪
っ
た 

210

そ
の
心
を
う
ず
か
せ
た
も
の
は
、

邪よ
こ
し
まな

、
正
気
な
ら
ぬ
期
待
だ
。

邪
悪
な
恋
心
が
テ
レ
ウ
ス
を
と
ら
え
た

邪
恋
？
―
―
ま
さ
に
そ
の
通
り
、 

215

そ
れ
が
彼
の
心
を
と
り
こ

0

0

0

に
し
て

自
分
の
妻
の
妹
へ
、

欲
望
の
穂
尖
を
向
け
さ
せ
た
の
だ
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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だ
か
ら
と
い
っ
て
―
―
相
手
が
妻
の
実
の
妹
で
も

そ
れ
は
邪
悪
な
愛
で
は
な
か
っ
た
、
な
ぜ
な
ら 

220

当
時
彼
ら
の
崇
め
て
い
た
神
の

神
聖
な
掟
に
よ
れ
ば
、

彼
ら
は
自
分
の
意
の
ま
ま
、
欲
望
の
ま
ま

何
を
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
聖
な
る
書ふ
み

に
は
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
だ
、 

225

人
は
み
な
、
好
き
な
よ
う
に
何
を
し
て
も

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
―
―

こ
れ
が
、
異
教
の
民
の
守
っ
て
い
た
教
え
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
テ
レ
ウ
ス
は
、
も
し
誰
か
に
非
難
さ
れ
た
と
し
て
も
、

自
己
弁
護
の
根
拠
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

230

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
た
や
っ
た
だ
け
で
、

誰
に
も
口
出
し
さ
れ
る
筋
合
い
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
か
れ
ら
の
掟
の
こ
と
は
傍わ
き

へ
置
い
て
お
こ
う
。

誰
が
愛
の
神
に
逆さ
か

ら
え
る
だ
ろ
う
？

―
―
た
と
え
そ
の
御
意
向
が
何
で
あ
ろ
う
と
も
。 
235

つ
ま
り
は
テ
レ
ウ
ス
が
ト
ラ
キ
ア
か
ら
出
て

フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
を
迎
え
に
来
た
の
が
不
運
だ
っ
た
、

そ
れ
で
、
愛
の
神
の
挑
戦
を
受
け
た
の
だ
。

す
っ
か
り
罠
に
陥
ち
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
、

た
や
す
く
着
火
す
る
火
と
炎
に 

240

身
も
心
も
燃
え
上
が
る

乙
女
を
両
腕
に
抱
き
、

こ
う
言
っ
た
―
―
『
可
愛
い
ひ
と
よ
、

そ
な
た
の
姉
が
、
切
々
と
訴
え
て
言
う
こ
と
に

ど
う
か
訪
ね
て
き
て
と
も
に
喜
び
を 

245

分
ち
合
い
た
い
、
と
。
そ
こ
で
私
か
ら
も
お
願
い
だ
。

も
し
私
か
ら
の
願
い
が
、
助
け
に
な
る
な
ら
ば
。

も
し
神
に
祈
る
だ
け
で
こ
の
こ
と
が
叶
う
な
ら

も
う
ず
っ
と
前
に
、
ト
ラ
キ
ア
に
来
て
も
ら
え
た
は
ず
だ
よ
、

な
ぜ
な
ら
プ
ロ
グ
ネ
の
願
い
は
た
だ
一
つ
、 

250

そ
な
た
を
傍
に
置
き
た
い
と
い
う
こ
と
ば
か
り

も
し
妻
が
こ
こ
へ
来
る
の
を
私
が
許
し
た
ら

ず
っ
と
前
に　

こ
こ
へ
来
て
い
た
だ
ろ
う
が
、

私
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
、

む
り
や
り
に
、
妻
の
心
に
逆
ら
っ
て
。 

255

そ
な
た
の
姉
の
切
な
る
望
み
は
、

そ
な
た
が
十
五
日
間
、
滞
在
し
て
く
れ
る
こ
と
。

何
と
か
私
の
苦
心
を
無
駄
に
し
な
い
で
、

お
父
上
に
お
願
い
し
て
く
れ
な
い
か
、

そ
な
た
を
私
と
出
立
さ
せ
て
下
さ
る
よ
う
に
。 

260

父
上
に
困
る
こ
と
は
何
も
な
い
は
ず
だ
、

も
し
そ
な
た
を
旅
立
た
せ
て

姉
上
と
楽
し
い
思
い
を
さ
せ
た
と
し
て
も
。

妻
は
私
に
何
度
も
は
っ
き
り
言
っ
た
も
の
だ

（
14
）

（
15
）
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―
―
私
が
い
よ
い
よ
出
航
す
る
時
に
―
― 

265

も
し
妹
を
連
れ
て
き
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、

あ
な
た
を
二
度
と
、
決
し
て

あ
た
し
の
夫
と
も
恋
人
と
も
思
い
ま
せ
ん
、
と
。

そ
し
て
私
は
、
よ
ぼ
よ
ぼ
の
白
髪
老
人
に

な
る
方
が
は
る
か
に
ま
し
だ
、 

270

妻
の
不
興
を
買
う
く
ら
い
な
ら
。

だ
か
ら
、
可
愛
い
義
妹
よ
、

そ
な
た
の
父
上
に
、
ど
う
ぞ
、
お
願
い
し
て
く
れ
、

そ
な
た
を
私
と
一
緒
に
行
か
せ
て
下
さ
る
よ
う
に
』

決
し
て
愚
か
で
は
な
い
乙
女
は
、 

275

答
え
て
言
う
―
―
《
王
様
、
わ
た
く
し
の
言
葉
な
ど

あ
な
た
方
の
に
比
べ
れ
ば
、
何
の
価
値
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
？

も
し
本
当
に
そ
う
な
さ
り
た
い
の
な
ら

ま
ず
、
ご
自
身
で
お
願
い
な
さ
い
ま
せ
。

フ
ラ
ン
ス
人び
と

の
習
慣
で
は
、 

280

何
か
を
手
に
入
れ
た
い
と
望
む
者
は
、

そ
れ
だ
け
の
勇
気
と
知
恵
と
が
あ
る
の
な
ら

そ
の
目
的
の
た
め
に
苦
労
し
、
努
力
す
る
の
で
す
。

そ
し
て
も
し
、
そ
れ
に
失
敗
し
て

自
分
で
は
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、 

285

は
じ
め
て
他
の
人
の
手
を
藉か

り
る
べ
き
で
す
》

《
乙
女
よ
、
そ
な
た
の
言
う
通
り
だ
、

し
か
し
、
ほ
ん
の
少
し
、
そ
の
言
い
方
は

改
め
て
く
れ
て
も
よ
か
っ
た
な
。

そ
な
た
は
、
ま
ず
最
初
に
、
私
が
す
で
に
父
上
に 

290

お
願
い
を
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か
尋
ね
る
べ
き
だ
っ
た
》

《
ほ
ん
と
に
！　

そ
う
す
べ
き
で
し
た
！

も
し
わ
た
く
し
に
そ
れ
だ
け
の
理
性
が
あ
っ
た
ら
、

父
に
ち
ゃ
ん
と
訊
い
て
お
く
べ
き
で
し
た
。

け
れ
ど
、
や
は
り
、
は
っ
き
り
仰お
っ
し
ゃ言

っ
て
―
― 

295

王
様
は
父
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て

何
か
お
話
し
に
な
っ
た
の
で
す
か
？
》

《
も
ち
ろ
ん
。
た
だ
、
あ
ま
り
し
つ
こ
く
は
お
願
い
し
な
か
っ
た
。》

《
父
は
何
と
？
》《
何
も
》

《
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
お
話
は
お
し
ま
い
で
す
。 

300

父
が
王
様
に
何
も
御
返
事
し
た
が
ら
な
か
っ
た
以
上
、

姉
は
、
わ
た
く
し
に
逢
う
の
を
待
て
ば
い
い
の
で
す
、

せ
い
ぜ
い
、
何
个
月
か
の
こ
と
で
す
も
の
。

わ
が
父
な
る
王
は
、

わ
た
く
し
を
旅
に
出
す
お
つ
も
り
が
な
い
の
よ
。 

305

そ
ん
な
こ
と
は
、
望
ん
で
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
》

《
望
ん
で
お
ら
れ
な
い
？
》《
そ
う
よ
》

《
何
で
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
？
》《
何
で
？

父
が
王
様
に
ご
返
事
し
た
が
ら
な
か
っ
た
か
ら
》

《
そ
れ
は
、
他
の
や
り
方
で 

310
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解
釈
し
、
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
さ

父
上
は
私
の
お
願
い
を
、
終
り
ま
で

す
べ
て
、
快
く
聞
い
て
下
さ
っ
た
。

一
言
も
、
口
を
さ
し
は
さ
ま
ず
に
ね
。

だ
か
ら
、
こ
の
お
願
い
を
快
く
思
わ
れ 

315

暗
黙
の
裡
に
、
お
許
し
に
な
っ
た
の
だ
よ
》

《
暗
黙
の
裡
に
だ
な
ん
て
、
そ
れ
は
嘘
よ

だ
っ
て
、
ま
だ
わ
た
し
た
ち
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の

―
―
良
し
と
言
わ
れ
た
の
か
、
駄
目
な
の
か
》

そ
こ
で
テ
レ
ウ
ス
は
再
び
王
に
尋
ね
た
―
― 

320

《
義ち

ち父
上
、
賢
明
な
る
ア
テ
ネ
の
王
よ
、

あ
な
た
の
娘
御
プ
ロ
グ
ネ
か
ら
の
伝
言
を

た
し
か
に
お
聞
き
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

も
し
こ
の
世
に
生
れ
た
男
た
ち
が
全
員
、

あ
な
た
に
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
と
し
て
、 

325

あ
な
た
は
、
そ
の
男
た
ち
の
誰
よ
り
も
さ
き
に

ま
ず
、
こ
の
私
に
応
え
て
下
さ
る
べ
き
で
し
ょ
う

そ
し
て
、
私
の
考
え
で
は
、
次
に
娘
御
た
ち
に

少
く
と
も
、
お
応
え
に
な
る
べ
き
だ
。

も
し
こ
の
私
に
は
応
え
て
下
さ
ら
な
く
て
も
。 

330

な
ぜ
な
ら
、
娘
御
の
一
人
は
あ
な
た
に
お
願
い
を
し
、

も
う
お
一
人
も
こ
の
私
に
同
じ
こ
と
を
、

つ
ま
り
ど
ち
ら
も
、
あ
な
た
に
、
こ
の
私
が

連
れ
て
行
っ
て
会
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。》

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
、
が
っ
く
り
と
両
手
を
つ
く
。 

335

こ
の
問
題
に
深
く
心
を
悩
ま
せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
悩
ん
で
も
、

返
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

《
婿
殿
よ
、
と
王
は
言
う
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、

現う
つ

し
世
で
私
が
持
っ
て
い
る
物
は
、
何
一
つ
と
し
て
、 

340

ま
っ
た
く
お
望
み
の
ま
ま
に
、

さ
し
上
げ
な
い
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。

も
し
あ
な
た
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
仰お
っ
し
ゃ有
る
な
ら

さ
れ
ど
、
私
に
と
っ
て
娘
が
ど
ん
な
宝
物
で
あ
る
か 

345

も
し
お
わ
か
り
下
さ
る
な
ら
、
そ
ん
な
御
要
求
を

こ
の
私
に
な
さ
ら
な
い
で
下
さ
い
ま
せ
ぬ
か
。

私
に
は
も
う
何
の
希
望
も
な
く
な
り
ま
す
。

も
し
娘
が
い
な
く
な
り
、
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
れ
ば
。

今
の
私
に
は
、
杖
が
な
け
れ
ば 

350

こ
の
身
を
支
え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ぬ
。

も
し
も
、
お
気
に
さ
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、

御
申
し
出
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
へ
の
ば
し
て
、
い
さ
さ
か
時
間
を
下
さ
い
ま
し
。》

《
先
へ
の
ば
す
？
》《
は
い
》《
よ
ろ
こ
ん
で
。 

355

で
、
ど
の
位
？
》《
私
が
生
き
て
い
る
限
り
。

と
申
し
ま
す
の
も
、
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
が
、
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私
は
も
う
、
さ
ほ
ど
長
く
な
い
生い
の
ち命

で
す
、

年
を
老
っ
て
、
す
っ
か
り
弱
っ
て
お
り
ま
す

す
で
に
、
ヤ
コ
ブ
よ
り
も
ア
ブ
ラ
ハ
ム
よ
り
も 

360

エ
サ
ウ
よ
り
も
、
長
く
生
き
申
し
た

そ
の
間
、
と
て
も
愉
快
に
過
ご
し
ま
し
た
。

さ
れ
ど
、
今
は
何
一
つ
楽
し
み
は
あ
り
ま
せ
ぬ

私
め
の
安
楽
の
す
べ
て
は
娘
で
す
、

た
だ
娘
の
た
め
だ
け
に
生
き
て
お
り
ま
す
、 

365

つ
ま
り
、
他
に
は
支
え
が
な
い
の
で
す
。

も
し
あ
な
た
に
娘
を
連
れ
て
行
か
れ
た
ら
、

そ
れ
だ
け
で
私
に
死
ね
と
仰
有
る
に
等
し
い
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
は
っ
き
り
申
し
上
げ
ら
れ
る

娘
が
私
を
守
り
、
仕
え
て
く
れ
る
の
は 

370

夜
も
昼
も
、
夕
方
も
朝
も
。

私
が
起
き
る
に
つ
け
、
寝
る
に
つ
け

他
の
人
の
手
に
委
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

や
さ
し
い
娘
が
私
を
大
事
に
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、

衣
服
を
着
せ
た
り
、
靴
を
穿
か
せ
て
く
れ
た
り
、 
375

す
べ
て
至
れ
り
尽
せ
り
で
、

も
し
娘
の
介
護
が
な
か
っ
た
ら

と
う
の
昔
に
私
は
死
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
お
願
い
申
す
、
私
を
憎
ん
で
い
な
い
な
ら

ど
う
か
娘
を
取
り
上
げ
た
り
し
な
い
で
下
さ
れ
。》 

380

さ
て
テ
レ
ウ
ス
の
心
は
穏
や
か
で
な
い
。

気
に
入
ら
ぬ
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、

自
分
の
目も
く
ろ
み

論
見
が
失
敗
に
終
っ
た
か
ら
だ
。

自
分
の
立
場
は
じ
つ
に
不
利
で

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
ど
う
言
え
ば
い
い
か
―
― 

385

じ
つ
に
不
愉
快
で
、
出
る
の
は
溜
息
ば
か
り
。

自
分
の
思
い
を
遂
げ
ら
れ
ぬ
こ
と
に

仏
頂
面
を
し
て
い
る
が

そ
の
思
い
と
は
邪
悪
で
正
気
の
さ
た
で
な
い
の
だ
。

言
葉
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
ゆ
え 

390

物
も
言
わ
ず
、
ぶ
つ
ぶ
つ
と
嘆
く
ば
か
り

狂
気
が
知
恵
を
打
ち
負
か
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

―
―
狂
気
？　

い
や
、
思
う
に
こ
れ
は
愛
欲
だ
。

愛
の
神
は
す
べ
て
を
打
負
か
し
、
破
壊
す
る
。

そ
の
く
せ
気
が
向
け
ば

倒
し
た
相
手
を
忽
ち
再
起
さ
せ
る
。 

395

―
―
こ
の
神
は
敗
者
に
勝
利
を

も
た
ら
す
力
も
あ
る
と
い
う
の
か
？

―
―
そ
の
通
り
だ
。
そ
の
こ
と
は
、

愛
の
こ
と
で
叫
ん
だ
り
泣
い
た
り
す
る
連
中
が 

400

は
か
ら
ず
も
証
言
し
て
い
る
。

愛
の
神
に
仕つ
か

え
、
怖
れ
て
い
る
連
中
を
見
て

正
し
く
証
明
で
き
る
の
は
、

（
16
）
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お
よ
そ
誠
実
さ
な
ど
と
い
う
も
の
を

移
り
気
な
愛
な
る
も
の
に
見
出
す
こ
と
な
ど
不
可
能
だ 

405

そ
れ
は
親
し
い
友
た
ち
を
見
棄
て
て
は

新
ら
し
い
兵
隊
を
傭
い
入
れ
て

そ
の
全
員
に
同
じ
報
酬
を
与
え
る
の
だ
か
ら
。

―
―
何
と
、
愛
の
神
は
誠
実
で
は
な
い
か
、

み
ん
な
に
同
じ
報
酬
を
く
れ
る
の
な
ら
？ 

410

―
―
さ
に
あ
ら
ず
、
明
白
な
不
誠
実
よ
、

お
よ
そ
人
は
め
い
め
い
の
価
値
に
従
い

そ
の
真
価
の
高
さ
に
応
じ
て

そ
れ
だ
け
多
く
の
報
酬
を
得
る
べ
き
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
、
私
の
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
ど
う
だ
、 

415

愛
の
神
は
、
最
悪
の
連
中
を
傍
に
置
き
、

最
も
価
値
あ
る
も
の
を
拒
ん
で
い
る
。

な
ぜ
、
最
良
の
者
た
ち
が
失
寵
す
る
か
お
わ
か
り
か
？

な
ぜ
な
ら
愛
の
神
に
は
、

最
良
と
最
悪
の
区
別
が
つ
か
な
い
か
ら
だ
。 
420

―
―
区
別
で
き
ぬ
？　

で
は
賢
明
で
な
い
の
か
？

―
―
賢
明
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
神
は

ご
自
分
に
欲
し
い
も
の
が
あ
る
と
き
は

賢
明
さ
な
ど
全
く
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
よ

愛
の
神
は
、
風
よ
り
も
軽
い 

425

そ
れ
ゆ
え
に
、
嘘
つ
き
で
、
詐
欺
師

約
束
す
る
と
き
は
気
前
が
よ
く
、
金
持
ち
で

い
ざ
与
え
る
と
き
は
吝け
ち

で
し
み
っ
た
れ

0

0

0

0

0

だ

ひ
た
す
ら
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
与
え
る
。

自
分
に
従
順
な
相
手
に
限
っ
て 

430

愛
の
神
が
叩
い
た
り
い
じ
め
た
り
す
る
相
手
は

苦
心
苦
労
し
て
神
に
奉
仕
す
る
人
々

ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も

か
れ
ら
は
身
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
い

な
ぜ
な
ら
真
剣
な
恋
に
陥
ち
た
者
は
、 

435

ど
ん
な
報む
く
い酬
を
受
け
よ
う
と
も

決
し
て
あ
き
ら
め
ず
、
決
し
て
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い

な
ぜ
な
ら
、
い
く
ら
愛
し
て
も
尽
し
て
も
足
り
る
こ
と
が
な
い
か
ら

愛
は
、
望
む
こ
と
す
べ
て
を
や
っ
て
の
け
、

嘆
き
悲
し
み
に
浸
れ
ば
浸
る
ほ
ど
愛
の
炎
は
も
え
る 

440

愛
欲
と
い
う
病や
ま

い
は
、
薬
を

与
え
れ
ば
い
よ
い
よ
重
く
な
る

ど
う
す
れ
ば
癒
え
る
の
か
誰
に
も
わ
か
ら
な
い 

445

欲
望
を
何
と
か
す
る
た
め
に

欲
望
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
、
と

却
っ
て
そ
れ
は
い
よ
い
よ
緊き
つ

く
身
を
縛
る
。

だ
か
ら
、
も
し
テ
レ
ウ
ス
が
も
っ
と
賢
こ
け
れ
ば

こ
の
件
か
ら
さ
っ
ぱ
り
手
を
引
い
て 

450

乙
女
を
連
れ
ず
に
帰
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
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し
か
し
、
乙
女
が
か
く
も
優
雅
で
美
し
く

あ
ら
ゆ
る
美
と
美
点
を
備
え
て
い
る
の
を
見
て
は
、

も
し
こ
の
募つ
の

る
思
い
が
か
な
わ
ぬ
と
き
は

生
き
た
ま
ま
気
が
狂
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、 

455

と
う
て
い
諦
め
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

で
は
ど
う
す
る
か
？　

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

乙
女
を
何
度
も
腕
に
抱
い
て
は
、

深
々
と
溜
息
を
つ
き
、
涙
を
流
す
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
乙
女
を 

460

わ
が
も
の
に
で
き
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

こ
う
し
て
テ
レ
ウ
ス
は
悪
魔
に
と
り
憑
か
れ
た
の
だ
っ
た

ま
っ
た
く
悪
魔
は
休
む
暇
も
な
く
悪
を
企
む
も
の
。

つ
い
に
自
ら
考
え
、
考
え
出
し
た
の
は

力
づ
く
で
手
に
入
れ
る
他
は
な
い 

465

も
し
愛
に
よ
っ
て
乙
女
を
か
ち
得
ら
れ
な
い
の
な
ら

あ
る
い
は
夜
陰
に
乗
じ
て
拐さ
ら

っ
て
し
ま
う
か
だ
。

し
か
し
今
は
、
さ
し
た
る
手
勢
も
率
い
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
強
行
策
は
必
ず
し
も

よ
い
結
果
を
も
た
ら
さ
な
い
の
で
は
な
い
か 
470

だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
猫
を
か
ぶ
る
、

さ
も
な
い
と
愚
か
し
く
み
じ
め
な
騒
ぎ
に
な
り
か
ね
ぬ
、

も
し
折
角
眠
っ
て
い
る
町
が
起
き
て
し
ま
え
ば
―
―

そ
う
な
る
と
自
分
た
ち
は
生
き
て
帰
れ
ま
い
、 

475

こ
ん
な
考
え
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

ど
こ
か
ら
か
訪
れ
た
理
性
の
お
か
げ
だ

こ
う
し
て
テ
レ
ウ
ス
は
強
行
策
を
回
避
し
た
。

こ
ん
な
折
に
い
っ
た
い
ど
う
し
て
、

理
性
が
働
い
た
の
か
、
不
思
議
に
思
わ
れ
る

テ
レ
ウ
ス
は
余
り
に
も
常
軌
を
外
れ
て
い
た
か
ら 

480

―
―
常
軌
を
外
れ
て
？　

何
の
た
め
に
？
―
―
愛
欲
の
あ
ま
り
。

こ
ん
な
も
の
を
誰
も
愛
と
呼
ん
で
は
な
ら
ぬ

―
―
愛
で
は
な
い
？
―
―
そ
う
だ
―
―
で
は
何
？

―
―
逸
脱
、
不
実
、
狂
乱

な
ぜ
な
ら
、
も
し
私
の
考
え
が
正
し
い
な
ら 

485

狂
愛
は
す
で
に
愛
に
あ
ら
ず
、

テ
レ
ウ
ス
の
恋
狂
い
は
度
を
越
え
て

さ
ら
に
き
り
も
な
く
度
を
越
え
て
い
っ
た

だ
か
ら
私
は
大
変
に
驚
い
た
の
だ
、

い
か
な
る
理
由
が
か
れ
を
翻
意
さ
せ
た
の
か
、
と 

490

―
―
理
由
？　

ど
う
い
う
こ
と
だ
？
―
―
つ
ま
り
彼
は

い
っ
た
ん
考
え
た
狂
気
の
沙
汰
を
引
っ
こ
め
て

も
う
一
度
や
り
直
し
て
み
よ
う
、

懇
願
す
る
こ
と
で
説
得
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
。 

495

そ
こ
で
再
度
、
王
に
向
か
っ
て
、

こ
ん
な
ふ
う
に
、
懇
願
し
た
も
の
だ
―
―

《
義ち

ち父
上
、
私
の
申
出
を
お
断
り
に
な
っ
て
も
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私
に
対
す
る
大
し
た
仕
打
ち
で
な
い
と
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
へ
参
り
ま
し
て
時
を
無
駄
に
し
て
も 

500

そ
れ
は
全
然
何
で
も
な
い
、
と
。

私
は
、
大
変
に
後
悔
し
て
お
り
ま
す
が
、
後あ
と

の
祭
り
で
、

す
ご
す
ご
と
来
た
道
を
戻
る
ば
か
り
。

と
に
か
く
生
れ
て
こ
の
か
た
、
こ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
で

何
一
つ
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
初
め
て
だ 

505

こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
今
日
、
父
上
に
会
い
に

海
を
こ
え
て
は
る
ば
る
と
参
上
な
ど
し
な
か
っ
た
も
の
を
。

世
話
を
し
て
く
れ
る
娘
御
の
こ
と
な
ど
と

つ
ま
ら
ぬ
言
い
訳
け
を
考
え
出
さ
れ
た
こ
と
よ
！

こ
の
ま
ま
私
が
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、 

510

何
と
ま
あ
、
大
い
な
る
無
駄
な
努
力
を
し
た
も
の
だ

ご
自
分
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
召
使
い
に
も

腰
元
た
ち
に
も
、
不
足
す
る
で
す
っ
て
？

そ
う
い
う
御
不
自
由
の
こ
と
な
ら
ば
、

僅
か
三
、四
日
、
が
ま
ん
な
さ
れ
ば
よ
い
こ
と
。 
515

そ
の
間
に
、
娘
御
に
は
、
私
を
よ
こ
し
た
姉
上
と

楽
し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
ま
し
。

こ
ん
な
さ
さ
や
か
な
目
的
で
私
は
長
旅
を
し
て
、

そ
れ
が
無
駄
だ
っ
た
で
は
、
あ
ん
ま
り
で
す
よ
。

娘
御
に
と
っ
て
も
、
私
の
苦
労
に
対
し
て
も
、 

520

そ
し
て
他
に
も
、
私
を
苦
し
め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

プ
ロ
グ
ネ
は
私
に
、
ど
こ
へ
で
も
行
け
、

二
度
と
戻
っ
て
来
る
で
な
い
、

す
っ
か
り
愛
想
が
尽
き
る
か
ら
―
―
も
し

妹
を
連
れ
ず
に
帰
っ
て
来
た
り
し
た
ら
、
と
。 

525

そ
う
な
っ
た
ら
私
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
、

そ
う
や
っ
て
追
放
の
身
に
な
っ
た
ら
、

息
子
に
も
会
え
な
く
な
る
、

息
子
に
も
、
妻
に
も
。

な
ぜ
な
ら
二
度
と
帰
れ
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
、 

530

ご
ら
ん
の
よ
う
に
、
私
が
泣
い
て
い
る
の
は

心
配
で
た
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
、

義ち

ち父
上
が
こ
ん
な
こ
と
で
私
を
不
幸
な
身
に
な
さ
る
の
か
と
。

お
願
い
で
す
、
ど
う
か
娘
御
を
私
に
お
預
け
下
さ
い

必
ら
ず
、
二
週
間
後
に
は 

535

無
事
、
あ
な
た
の
許も
と

に
お
返
し
し
ま
す
か
ら
。

こ
の
こ
と
を
、
お
誓
い
し
ま
す
、

私
の
信
仰
と
、

私
の
信
じ
る
す
べ
て
の
神
々
に
か
け
て
。

こ
の
誓
約
と
私
の
信
仰
と
に
免
じ
て 

540

ど
う
ぞ
娘
御
を
私
に
お
預
け
下
さ
い
》

あ
あ
！　

卑
劣
な
男
、
何
た
る
嘘
付
き
！

王
を
裏
切
り
、
こ
ん
な
ふ
う
に
あ
ざ
む
く
と
は
！

そ
れ
な
の
に
パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
、
こ
の
涙
を
見
て
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相
手
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
は
つ
ゆ
0

0

思
わ
な
い
。 

545

こ
ん
な
に
あ
ら
れ
も
な
く
泣
く
の
は

本
当
に
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
、
と
。

こ
の
卑
劣
な
暴
君
は　

こ
う
し
て
、

約
束
し
た
り
、
誓
っ
た
り
、

哀
願
し
た
り
、
泣
き
落
し
た
あ
げ
く 

550

と
う
と
う
、
望
み
の
結
果
を
得
た
の
だ
っ
た
。

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
自
身
が
、
が
ま
ん
で
き
ず
に

も
ら
い
泣
き

0

0

0

0

0

し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
。

二
人
は
そ
ろ
っ
て
泣
い
て
泣
い
て

ど
っ
ち
の
方
が
た
く
さ
ん
泣
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。 

555

ひ
と
は
、
年
を
老と

る
ほ
ど
に

涙
も
ろ
く
な
る
と
い
う
の
は
本
当
だ

《
婿む
こ

殿
、
と
王
は
言
う
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に

約
束
さ
れ
、
誓
約
さ
れ
、

確
か
な
し
る
し
を
示
さ
れ
た
上
は
、 

560

ど
う
ぞ
明
日
、
娘
を
お
連
れ
な
さ
い
ま
し
。

娘
を
、
貴
方
の
お
手
に
お
渡
し
申
そ
う
。

た
だ
し
私
の
辛
い
気
持
を
お
わ
か
り
あ
れ
。

娘
の
身
を
し
っ
か
り
お
護
り
い
た
だ
き
、

で
き
る
だ
け
早
く
、
連
れ
帰
ら
れ
よ
。 

565

わ
が
娘
が
こ
の
手
に
戻
る
と
き
ま
で
、

わ
が
眼
の
涙
は
か
わ
く
こ
と
な
く

わ
が
心
に
喜
び
の
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。

も
し
私
と
の
友
情
を
大
事
に
お
思
い
な
ら

ど
う
ぞ
早
く
こ
こ
へ
お
戻
り
あ
っ
て
、 

570

娘
を
連
れ
帰
る
よ
う
御
配
慮
下
さ
い
ま
し
。

こ
の
お
願
い
を
お
き
き
届
け
下
さ
る
に
は

い
ろ
い
ろ
と
御
面
倒
も
お
あ
り
で
し
ょ
う
が
、

ど
う
ぞ
こ
の
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。》

《
忘
れ
は
致
し
ま
せ
ぬ
、
と
テ
レ
ウ
ス
は
言
う
、 

575

義ち

ち父
上
、
こ
れ
以
上
、
申
さ
れ
る
な
、

な
ぜ
な
ら
貴
方
以
上
に
、
私
は

早
く
こ
こ
へ
戻
っ
て
、
娘
御
を
お
返
し
し
た
い
と

気
が
せ
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
》

こ
う
し
て
談
合
は
終
り
と
な
り
、 

580

テ
レ
ウ
ス
は
こ
れ
以
上
何
も
求
め
ず
、

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
王
は
、
命
を
下
し
て

と
り
急
ぎ
食
卓
を
と
と
の
え
さ
せ
る
。

執
事
騎
士
も
、
司コ
ネ
タ
ー
ブ
ル

令
官
も
、

パパ

ス

テ

ィ

エ

ン
配
給
係
も
飲
物
を
注つ

ぐ
係
も 

585

み
な
め
い
め
い
に
、
気
を
配
り　

熱
心
に

準
備
を
し
た
り
、
手
配
を
し
た
り
、

自
分
の
仕
事
や
役
割
に
心
を
砕
く
。

あ
る
者
は
か
け
ま
わ
っ
て
テ
ー
ブ
ル
を
し
つ
ら
え

あ
る
者
は
、
い
く
つ
も
の
場
所
に 

590

（
17
）
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水
を
準
備
す
る
の
に
い
そ
が
し
い

暇ひ
ま

な
召
使
い
な
ど
一
人
も
い
な
い
し

侍
臣
も
、
気
の
き
く
小
姓
た
ち
も

の
こ
ら
ず
あ
れ
こ
れ
の
仕
事
を
受
持
っ
て
い
る

み
な
、
よ
い
給
仕
を
し
よ
う
と
心
を
砕
い
て
い
る 

595

心
た
の
し
む
こ
と
が
な
い

と
こ
ろ
が
テ
レ
ウ
ス
は
、
ど
ん
な
も
て
な
し
に
も

す
ぐ
隣
の
食
卓
に
就
い
て
い
る
乙
女
の

美
し
い
姿
態
と
顔
を

た
だ
う
っ
と
り
と
眺
め
る
こ
と 

600

そ
れ
だ
け
が
王
の
飲
物
で
あ
り
食
べ
も
の
な
の
だ

た
え
ず
乙
女
の
傍
で
そ
わ
そ
わ
し
て

し
き
り
に
乙
女
の
気
を
引
き
、
世
話
を
や
こ
う
と
す
る

そ
の
わ
け
を
知
る
の
は
王
自
身
だ
け

手
を
引
く
つ
も
り
は
全
く
な
い
の
だ 

605

と
に
か
く
自
分
の
大
い
な
る
非
道
の
実
行
か
ら

機
会
さ
え
あ
れ
ば
―
―
し
か
し
そ
れ
は
仲
々
訪
れ
な
い

た
だ
眼
を
瞠み
は

っ
て
乙
女
を
眺
め

他
の
こ
と
は
何
一
つ
考
え
ら
れ
な
い
。

一
同
は
長
い
時
間
、
食
卓
に
つ
い
て
い
て 

610

王
は
た
の
し
く
て
仕
方
が
な
い

そ
れ
は
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
こ
と
よ
り
も

乙
女
を
眺
め
る
こ
と
の
嬉
し
さ
の
せ
い
だ
。

食
卓
に
は
、
こ
の
間
、
惜
し
げ
も
な
く

孔
雀
や
白
鳥
や
雉キ

ジ子
の
肉
や
、 

615

澄
明
で
美
味
な
葡
萄
酒
が

気
前
よ
く
、
た
っ
ぷ
り
と
、

ふ
ん
だ
ん
に
提
供
さ
れ
た
こ
と
は

王
宮
の
食
卓
に
恥
じ
な
い
豊
か
さ
だ
っ
た
。

諸
侯
は
、
食
事
が
終
る
と
、 

620

み
ん
な
立
ち
上
が
り
、
召
使
た
ち
は

銀
の
器
に
水
を
み
た
し
、

諸
侯
は
手
を
洗
っ
て
、
拭
っ
た

手
を
洗
い
終
る
と
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て

ク
ッ
シ
ョ
ン
に
背
を
も
た
せ
、 

625

め
い
め
い
の
感
想
を
語
り
合
っ
た
。

良
い
事
や
悪
い
事
、
愚
か
し
い
事
や
ま
と
も
な
こ
と
を
。

小
姓
た
ち
は
、
手
ば
や
く

寝
床
を
つ
く
り
、
し
つ
ら
え
る
。

そ
ん
な
こ
と
は
楽
し
く
も
嬉
し
く
も
な
い
の
だ
、 

630

し
か
し
裏
切
り
者
の
卑
劣
な
暴
君
に
は
―
―

眠
る
気
な
ど
さ
ら
さ
ら
な
い
。

一
晩
中
、
眼
を
さ
ま
し
て
い
た
い
く
ら
い
だ
、

親
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
。

も
し
か
し
て
、
あ
の
心
惹
か
れ
る
娘
と 

635

―
―
何
だ
っ
て
？　

乙
女
は
何
も
知
ら
ず
に
い
た
？
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―
―
そ
う
と
も
、
も
し
乙
女
が

こ
の
男
の
心
中
を
見
抜
き
、
屈
辱
を

も
た
ら
す
と
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

男
と
一
緒
に
行
こ
う
と
は
決
し
て
せ
な
ん
だ
も
の
を
。 

640

一
同
が
あ
れ
こ
れ
と
語
り
合
う
う
ち
に
、

寝
床
の
準
備
は
と
と
の
っ
て
、

諸
侯
は
み
ん
な
床
に
就
く
、

一
方
テ
レ
ウ
ス
は
こ
の
夜
、

ベ
ッ
ド
で
身
も
心
も
休
ま
る
こ
と
な
く 

645

眠
る
た
め
に
目
を
閉
じ
さ
え
し
な
か
っ
た

こ
う
し
て
夜
通
し
、

ま
る
で
ベ
ッ
ド
の
寸
法
を
測
る
み
た
い
に

身
体
を
縦
に
し
た
り
横
に
し
た
り
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
夜
明
け
が
遅
い
の
か
と 

650

た
え
ず
う
ら
み
ご
と
を
つ
ぶ
や
い
た
。

一
晩
中
、
輾
転
反
側
し
て

起
き
て
み
た
り
、
ま
た
寝
て
み
た
り
。

一
方
、
就
寝
し
た
人
た
ち
は

心
安
ら
か
に
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
、 
655

テ
レ
ウ
ス
の
愚
痴
な
ど
つ
ゆ
知
ら
ず
に
い
た
。

そ
の
テ
レ
ウ
ス
は
夜
ぢ
ゅ
う
眠
ら
ず

狂
お
し
い
思
い
に
さ
い
な
ま
れ

つ
い
に
塔
の
夜
番
が

日
の
出
の
角
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
た
。 

660

テ
レ
ウ
ス
は
角
笛
で
朝
を
知
る
と
、

黄
金
三
拾
マ
ル
ク
も
ら
っ
た
場
合
に
も

か
ほ
ど
と
は
思
え
ぬ
程
の
よ
ろ
こ
び
様
を
し
た
。

随
行
の
臣
た
ち
の
目
を
さ
ま
さ
せ
、

直
ち
に
み
ん
な
起
き
出
し
て 

665

そ
の
命
に
よ
り
、
一
行
は

驚
く
べ
き
手
早
さ
で
準
備
を
と
と
の
え
た
。

一
方
、
王
は
か
れ
ら
が
目
を
さ
ま
し
て

急
い
で
起
き
出
し
た
こ
と
を
聞
い
た
。

た
と
え
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も 

670

約
束
は
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
こ
で
自
分
の
約
束
を
守
っ
て

娘
を
テ
レ
ウ
ス
の
手
に
わ
た
す

乙
女
は
す
っ
か
り
満
足
し
、
う
れ
し
く
て

と
て
も
と
て
も
幸し
あ
わ
せ福
だ
っ
た 

675

し
か
し
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
倖
せ
は

不
運
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

た
の
し
く
出
か
け
て
、
帰
っ
て
く
る

こ
ん
な
確
か
な
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
た

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
り
え
よ
う
？ 

680

ど
う
し
て
こ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を

あ
の
暴
君
が
準
備
し
て
い
よ
う
と
は
!?

（
18
）
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誰
に
も
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
！

テ
レ
ウ
ス
は
乙
女
を
港
へ
連
れ
て
行
き

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
二
人
に
随
い
て
行
き
な
が
ら 

685

そ
の
道
す
が
ら
、
婿
殿
に
、

そ
な
た
が
約
束
し
て
く
れ
た
通
り
、

そ
の
日
限
に
は
必
ず
帰
ら
せ
て
と
懇
願
す
る
。

《
そ
し
て
お
前
、
わ
が
可
愛
い
娘
よ
、

す
ぐ
帰
る
こ
と
を
考
え
て
お
く
れ 

690

こ
の
父
の
こ
と
を
忘
れ
る
で
な
い
ぞ

な
ぜ
な
ら
、
お
前
の
姿
を
見
れ
ば
嬉
し
く

た
の
し
く
、
し
あ
わ
せ
な
の
だ
か
ら
！

わ
が
可
愛
い
娘
よ
、
早
く
帰
っ
て
こ
い
よ
、

早
く
帰
っ
て
お
く
れ
、
も
し
早
く
帰
っ
て
く
れ
れ
ば 

695

私
の
喜
び
と
幸
せ
も
早
く
や
っ
て
く
る
！
》

こ
の
言
葉
を
、
千
回
も
く
り
か
え
し

千
回
も
接
吻
し
て
は
抱
き
締
め
、

千
回
以
上
も
こ
っ
ち
を
振
り
向
か
せ
た
。

娘
が
船
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
た
び
に
。 

700

そ
う
や
っ
て
で
き
る
か
ぎ
り
引
き
止
め
て
、

い
よ
い
よ
行
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、

裏
切
り
者
に
、
娘
を
委
ね
て
よ
ろ
し
く
と
頼
ん
だ
。

こ
う
し
て
王
は
、
狼
を
羊
番
に
し
た

羊
番
に
な
っ
た
、
文
字
通
り
、 

705

―
―
も
し
あ
い
つ
が
心
を
入
れ
か
え
て

狂
暴
な
企
て
を
悔
む
こ
と
さ
え
あ
っ
た
な
ら
―
―

し
か
し
あ
い
つ
に
そ
ん
な
気
は
毛
頭
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
早
く
早
く
と
気
が
急せ

く
有
様
だ
。

別
れ
際
に
パ
ン
デ
ィ
オ
ン
は
泣
き
な
が
ら 

710

心
を
こ
め
て
、
こ
の
不
実
者
、

裏
切
り
と
悪
事
を
企た
く
らむ
者
に
接
吻
す
る
。

テ
レ
ウ
ス
は
裏
切
り
の
策
を
練
り
、
誰
が
苦
し
も
う
と
、

思
い
通
り
に
や
っ
て
の
け
る
だ
ろ
う
、

そ
れ
だ
け
の
腕
力
と
、
権
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
。 

715

も
う
直じ

き
に
、
彼
の
連
れ
の
乙
女
は

非
運
の
底
に
突
き
落
さ
れ
る
！

帆
は
一
杯
に
風
を
は
ら
み
、

船
は
ど
ん
ど
ん
突
走
る

風
は
思
い
通
り
の
順
風
だ
。 

720

み
る
み
る
遠
去ざ

か
る
港
で
は

パ
ン
デ
ィ
オ
ン
が
、
は
げ
し
く
泣
き
む
せ
ん
で
い
る
、

去
り
行
く
愛ま
な

娘
を
思
っ
て
だ
。

こ
ん
な
に
泣
く
の
も
、
無
理
も
な
い

な
ぜ
な
ら
二
度
と
娘
は
帰
り
来
ず
、 

725

二
度
と
相
見
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。

し
か
し
そ
ん
な
こ
と
は
つ
ゆ
思
わ
な
い
。
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た
だ
、
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
は
す
で
に
、

危
険
な
崖
、
悲
運
の
瀬
戸
際
に
い
た

つ
ま
り
、
乙
女
は
た
だ
ひ
と
り
、 

730

荒
れ
果
て
た
テ
レ
ウ
ス
の
持
ち
家
へ

邪
念
に
駆
ら
れ
た
男
に
導
か
れ
て
行
っ
た
。

そ
の
家
は
と
あ
る
林
の
中
に
あ
り
、

（
と
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ル
・
ゴ
ワ
は
語
る
）

お
よ
そ
四
方
を
見
て
も
町
か
ら
は
遠
く
、 

735

村
里
や
畑
地
か
ら
も
遠
く
離
れ
、

近
く
に
は
街
道
も
小
径
さ
え
も
な
い
。

〔
以
下
次
号
〕

訳
注

〔
凡
例
〕

一
、
各
項
冒
頭
に
、
訳
注
通
し
番
号
、
次
に
物
語
本
文
の
行
番
号
、
そ

し
て
項
目
、
注
記
の
順
。

一
、
略
記
と
し
て
次
の
も
の
を
用
い
る
。

　

オ
変
―
―
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』

　

オ
教
―
―
『
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
教
訓
集
』

　

ド
・
ブ
ー
ル
―
―C

. de Boer (éd) Philom
ena, conte raconté d'après 

O
vide. Paris 1907 [Slatkine Reprints 1974]

Ａ
Ｂ
―
― A

nne Berthelot (éd.) Philom
ena in Œ

uvres com
plètes de 

C
hretien de Troyes, (Bibliothèque de la Pléiade)

Ｅ
Ｂ
―
― Em

m
anuèle Baum

gartner (éd.) Philom
ena in Pyram

e et 
�

isbé. N
arcisse. Philom

ena. (Folio classique)

（
1
）  

4 

フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
―
―Philom

ena　

オ
変
で
はPhilom

ela

（
ピ
ロ
メ
ラ
）
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
た
オ
変
の
写
本
の
中
に
は

Philom
ena

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン

は
そ
れ
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）  

16 

ヒ
メ
ネ
ウ
ス
―
―H

ym
eneus　

結
婚
を
司
る
神
。
オ
変
で

は
、
立
ち
合
う
べ
か
り
し
神
と
し
て
他
に
ユ
ノ
女
神
、
優

グ
ラ
テ
ィ
ア雅

三
女
神

〔
現
代
日
本
に
こ
れ
か
ら
取
っ
た
ス
リ
ー
・
グ
レ
イ
セ
ス
と
い
う
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
〕
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
ク
レ
テ
ィ
ア

ン
は
こ
の
う
ち
ヒ
ュ
ー
メ
ナ
イ
オ
ス
だ
け
を
挙
げ
、
式
で
祝
歌
を
歌

う
べ
か
り
し
役
に
「
学ク

レ
ー
ル僧

」「
司
祭
」
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
的
慣

習
を
追
加
し
て
い
る
の
は
、
故
意
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
ム
、
ギ
リ
シ
ャ

（
19
）
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神
話
と
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
チ
ー
フ
と
の
混
淆
で
あ
り
、
こ
れ
も
中
世

テ
ク
ス
ト
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
意
図
的
手
法
（
Ａ
Ｂ
に
よ
る
）

（
3
）  
21 
ワ
シ
ミ
ミ
ヅ
ク
―
―li dus　

オ
変
で
は
不
吉
な
鳥
と
し
て

こ
のbubo
だ
け
を
挙
げ
て
い
て
、
以
下
の
モ
リ
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ッ

コ
ウ
、
メ
ン
フ
ク
ロ
ウ
、
カ
ラ
ス
は
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
に
よ
る
追
加
。

こ
の
よ
う
に
、〈
不
吉
な
鳥
〉
の
名
を
次
々
に
動
員
し
て
テ
ク
ス
ト

を
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
は
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
的
方
法
の
一
例

（
4
）  

30 

ア
ト
ロ
ポ
ス
に
テ
ジ
フ
ォ
ー
ヌ
―
―A
tropos et 

T
hisiphone

．
ア
ト
ロ
ポ
ス
は
ロ
ー
マ
神
話
で
生
死
・
運
命
を
司
る

パ
ル
ク
（Parques. 

ギ
リ
シ
ャ
で
はM

oire, M
oires

） 

三
女
神
の
一
。

Ａ
Ｂ
は
次
の
フ
リ
ア
イ
三
女
神
中
の
ア
レ
ク
ト
ロ
と
の
混
同
か
と
し

て
い
る
。
テ
ィ
ジ
フ
ォ
ー
ヌ
は
、
ロ
ー
マ
神
話
で
復
讐
の
三
女
神
フ

リ
ア
イ
（Furies. 

ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
はErinyes

）
の
一
。

（
5
）  

40 

テ
ル
ヴ
ァ
ガ
ン
―
―T

ervagan (t)　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
サ
ラ
セ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
）
の
三
主
神
の
一
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

た
と
え
ば
『
ロ
ラ
ン
の
歌
』
四
〇
〇
二
行
中
に
七
カ
所
、マ
オ
メ
（
マ

ホ
メ
ッ
ト
）
お
よ
び
／
あ
る
い
は
ア
ポ
リ
ン
と
並
べ
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。

（
6
）  

83 

こ
の
た
め
に
最
悪
の
事
が
―
―
物
語
の
先
取
り
。
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
を
予
告
し
て
読
者
に
緊
張
感
を
も
た
ら
す
（
Ａ
Ｂ
注
）

（
7
）  

125 

髪
の
乱
れ
た
ま
ま
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
が
―
―Philom

ena 
dechevelee

い
よ
い
よ
ヒ
ロ
イ
ン
の
登
場
。
以
下
206
行
ま
で
、
九
十

行
近
く
を
費
し
て
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
（
ポ
ル
ト
レ
）
は
、
ク
レ
テ
ィ
ア

ン
的
加
筆
の
典
型
例
。（
オ
変
で
は
、
そ
の
美
し
さ
を
水
の
精
や
森

の
精
に
た
と
え
た
第
453
行
前
後
の
わ
ず
か
数
行
の
み
で
あ
る
。）
ま
た
、

容
貌
や
姿
態
の
み
な
ら
ず
、
174
行
以
下
で
は
、
教
養
や
趣
味
や
技
芸

の
豊
か
さ
、
巧
み
さ
に
ま
で
及
ぶ
。

（
8
）  

146 

黄ジ

ャ

ル

ゴ

ン

風
信
子
石
―
―jagonce.

現
代
語
「
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

hyacinth

」
も
、
植
物
名
と
鉱
石
名
の
両
義
が
あ
る
。
ジ
ル
コ
ン
の

一
種
。

（
9
）  

147 

目
と
目
の
間
は
広
く
―
―Large entr'ueil 

十
五
世
紀
の
詩

人
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
『
遺
言
詩
集
』
第
52
詩
篇
に
も
美
女
の
特
徴
と
し
て

《Grant entreuil 

目
と
目
の
間
は
広
く
》
と
あ
り
（
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
の

材
源
の
一
つ
『
薔
薇
物
語
』
に
も
）
Ａ
・
ラ
ン
リ
の
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
現
代

語
訳
注
に
《
こ
の
目
と
目
の
間entreuil

と
い
う
単
語
は
、
今
や
こ

の
美
貌
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
と
も
に
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
》
と
記
し

て
い
る
（
拙
訳
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
集
成
』
二
八
七
頁
。
及
び
篠
田
勝
英

訳
『
薔
薇
物
語
』
ち
く
ま
文
庫
［
上
］
三
七
頁
を
参
照
）

（
10
）  

175 

ア
ポ
ロ
ニ
ウ
ス
―
―A

polloines. 

中
世
フ
ラ
ン
ス
、
さ

ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
十
五
、十
六
世
紀
に
も
広
く
読
ま
れ
た

愛
と
冒
険
の
物
語
の
主
人
公
、
ア
ポ
ロ
ニ
ウ
ス
・
ド
・
テ
ィ
ー
ル

A
pollonius de T

yr

。
遡
れ
ば
五
、六
世
紀
頃
に
ラ
テ
ン
語
で
書
か

れ
た
作
品
か
ら
の
仏
訳
が
十
二
世
紀
に
出
て
大
流
行
し
た
。
ト
リ
ス

タ
ン
物
語
と
の
共
通
性
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）  

175 

ト
リ
ス
タ
ン
―
―T

ristan. 

ケ
ル
ト
起
源
の
悲
恋
物
語
の
主

人
公
と
し
て
有
名
だ
が
、
作
中
で
は
竪
琴
を
弾
き
、
歌
物
語
を
作
り
、

チ
ェ
ス
に
興
じ
、
武
勇
に
も
優
れ
て
い
た
。
な
お
、
ア
ポ
ロ
ニ
ウ
ス

も
ト
リ
ス
タ
ン
も
男
性
の
英
雄
な
の
に
、
女
性
で
あ
る
フ
ィ
ロ
メ
ー

ナ
の
教
養
・
才
智
が
こ
の
二
人
よ
り
優
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
点
を

Ａ
Ｂ
は
特
に
注
目
し
て
い
る
。

（
12
）  

188 

す
ぐ
れ
た
織
姫
―
―si bonne ovriere 

こ
こ
で
特
に
織
姫
と

し
て
の
技
芸
を
強
調
し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
後
段
の
伏
線
。
オ
変

で
は
そ
の
直
前
に
初
め
て
ヒ
ロ
イ
ン
が
こ
れ
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
を
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
す
で
に
彼
女
が
身
に
つ
け
た
技
で
あ
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る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
織
り
な
が
ら
物
語
の
場
面
を
図
柄
に
現
出

さ
せ
て
い
く
技
芸
に
つ
い
て
、
オ
変
で
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
巻
六
冒

頭
の「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
と
ア
ラ
ク
ネ
の
技
く
ら
べ
」の
中
心
主
題
と
な
っ

て
い
て
、
ピ
ロ
ネ
ラ
の
技
芸
は
、
後
段
で
の
そ
の
一
変

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

奏
と
な
っ

て
い
る
。

（
13
）  

192 
エ
ル
カ
ン
の
軍
勢
―
―m

esnie H
ellequin　

十
一
世
紀
末

～
十
二
世
紀
初
期
の
オ
ル
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
タ
リ
スO

rderic V
italis 

に
よ
る
テ
ク
ス
ト
、
そ
の
他
で
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
《
荒
猟
師
伝

承
》。
多
く
は
「
殺
戮
に
明
け
く
れ
た
暴
君
が
、
死
後
、
永
遠
に
空

中
を
幻
の
獲
物
を
追
っ
て
か
け
め
ぐ
る
話
」（
篠
田
知
和
基
）
詳
し
く

は
一
九
九
八
年
名
古
屋
大
学
で
の
比
較
神
話
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
荒

猟
師
伝
承
の
東
西
』
の
報
告
書
お
よ
び
最
近
出
た
ば
か
り
のK

arin 

U
eltschi-La M

esnie H
ellequin en conte et en rim

e, C
ham

pion, 

2008

を
参
照
。
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
こ
の
ヴ
ィ
タ
リ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に

拠
っ
た
も
の
か
。

（
14
）  

238 

愛
の
神
の
挑
戦
を
受
け
た
―
―Am

ours a vers lui prise 
guerre.　

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
作
と
さ
れ
る
抒
情
詩
の
一
篇
に
次
の
よ
う

な
八
行
詩
が
あ
る
―
―

　
　
　
　

愛
の
神
は
、
愛
の
戦
士
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　

Am
ors tençons et bataille

　
　
　
　

争
い
と
戦
い
を
挑
ん
だ

　
　
　
　
　
　

Vers son cham
pion a prise

　
　
　
　

戦
士
は
愛
の
た
め
に
大
い
に
苦
闘
し
て

　
　
　
　
　
　

Q
ui por li tant se travaille

　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け

　
　
　
　
　
　

Q
u'a desrainier sa franchise

　
　
　
　

お
の
れ
の
自
由
を
護
ろ
う
と
し
た

　
　
　
　
　
　

A tote s'entente m
ise

　
　
　
　

こ
の
戦
士
に
神
の
情
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
不
当
だ

　
　
　
　
　
　

N
est drois qu'a sa m

erci faille

　
　
　
　

し
か
し
愛
の
神
は
、
こ
れ
を
評
価
し
て

　
　
　
　
　
　

M
ais ele tant ne lo prise

　
　
　
　

力
を
藉か

し
て
や
ろ
う
と
ま
で
は
し
な
い

　
　
　
　
　
　

Q
ue de s'aïe li chaille

  　
　
　
　
　
　
　
　

( Œ
uvres com

plètes, Bibl. de la Pléiade, p.1040)

　
　

Ａ
Ｂ
は
右
の
詩
篇
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
』
が
ク

レ
テ
ィ
ア
ン
作
品
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
。（
一
三
九
八

頁
）

（
15
）  

243 

《
可
愛
い
人
よ
―
―M

a douce am
ie .....　

以
下
319
行
ま
で

の
、
テ
レ
ウ
ス
の
口
説
き
と
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
の
応
酬
の
長
い
対
話
は
、

オ
変
で
は
間
接
話
法
を
主
と
し
た
簡
潔
な
数
行
の
記
述
で
済
ま
せ
て

い
る
。
320
行
～
380
行
の
、
テ
レ
ウ
ス
と
パ
ン
デ
ィ
オ
ン
の
間
の
六
十

行
に
及
ぶ
長
い
対
話
も
、
オ
変
で
は
わ
ず
か
数
行
の
記
述
に
す
ぎ
な

い
。

（
16
）  

381 

さ
て
テ
レ
ウ
ス
の
心
は
穏
や
か
で
な
い
―
―O

r nest pas 
Tereüs a aise

以
下
の
、
テ
レ
ウ
ス
が
説
得
の
失
敗
に
悶
々
と
す
る
心

理
を
め
ぐ
っ
て
、
愛
の
神
が
な
さ
る
仕
業
を
批
判
す
る
語
り
手
の
自

問
自
答
を
含
む
く
だ
り
は
、
オ
変
に
は
な
い
。
そ
の
あ
と
497
～
541
行

の
、
テ
レ
ウ
ス
が
気
を
と
り
直
し
て
再
び
義
父
に
懇
願
し
、
偽
り
の
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誓
言
を
並
べ
て
つ
い
に
許
諾
を
得
る
長
広
舌
も
、
オ
変
に
な
く
、
ク

レ
テ
ィ
ア
ン
の
創
作
。

（
17
）  
580 
こ
う
し
て
談
合
は
終
り
―
―Atant la parole est finie ..... 

つ
ま
り
遂
に
王
が
テ
レ
ウ
ス
に
フ
ィ
ロ
メ
ー
ナ
を
託
す
こ
と
が
決

ま
っ
た
あ
と
、
別
れ
の
宴
が
催
さ
れ
る
、
そ
の
次
第
が
584
行
か
ら
は

じ
ま
る
が
、
そ
の
間
テ
レ
ウ
ス
が
情
慾
と
次
の
悪
企
み
に
耽
っ
て
不

眠
の
う
ち
に
輾
転
反
側
す
る
さ
ま
は
、
オ
変
で
も
四
行
で
叙
述
さ
れ

る
と
こ
ろ
を
、
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
は
597
～
658
行
す
な
わ
ち
六
十
行
も

使
っ
て
延
々
と
語
っ
て
、
翌
日
か
ら
の
旅
の
先
に
あ
る
暴
虐
シ
ー
ン

を
読
者
に
予
告
す
る
（
こ
こ
に
は
、
読
者
に
対
す
る
配
慮
の
み
な
ら

ず
、
原
典
へ
の
批
判
さ
え
感
じ
ら
れ
る
）。

（
18
）  

659 

夜
番
―
―la gueite. 

夜
番
と
い
う
よ
り
朝
告
げ
係
と
も
い
う

べ
き
《
夜
警
》
の
役
柄
は
、
中
世
の
南
仏
や
ド
イ
ツ
の
抒
情
詩
人
た

ち
の
ア
ル
バ
や
タ
ー
ゲ
リ
ー
ト
《
後き

ぬ
ぎ
ぬ朝

の
歌
》
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に

殆
ど
不
可
欠
の
重
要
な
登
場
人
物
。
夜
通
し
愛
の
行
為
に
耽
っ
て
い

る
奥
方
と
詩
人
に
、
夜
明
け
の
到
来
を
警
告
す
る
。
た
だ
し
夜
明
け

は
、
恋
人
た
ち
に
悲
し
み
を
、
テ
レ
ウ
ス
に
は
喜
び
を
も
た
ら
し
た
。

（
19
）  

734 

ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
リ
・
ゴ
ワ
―
―C

restiien li gois　

こ
の
物

語
の
作
者
名
、
す
な
わ
ち
ク
レ
テ
ィ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
て
い
る
（
解
題
参
照
）
が
、
ゴ
ワ
に
つ
い
て
は
、
ト
ロ
ワ

と
同
じ
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
《G

ouaix 

グ
エ
》
と
い
う
村
が
あ

り
、
そ
こ
が
作
者
の
出
身
地
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。（
十
二
世
紀

頃
の
発
音
で
は
、gois

は
〔
グ
エ
〕、Troyes 

は
〔trw

e 

ト
ゥ
ル
ウ
ェ
〕

に
近
か
っ
た
）


